
この印刷物は石油系インキではなく、地球に優しい
大豆油を使用したインキで印刷されています。

『広報えな』は古紙100％の
再生紙を使用しています。
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★
新
生
『
恵
那
市
』
は
、
あ
っ
と

い
う
間
に
１
年
と
２
カ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
思
っ
た
こ
と
は

「
地
方
分
権
」「
少
子
高
齢
化
」
な
ど

の
課
題
を
着
実
に
一
歩
一
歩
乗
り
越

え
て
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
福
と
『
恵

那
市
』
の
発
展
に
よ
り
、
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。　

★
「
広
報
え
な
」
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
の
行
政
を
結
ぶ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
年
も
情
報
を
共
有
す
る
紙
面
の

構
成
に
心
掛
け
、
皆
さ
ん
の
地
域
に

取
材
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
際
に
は
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
紹
介
し
た

い
行
事
、
伝
統
芸
能
、
人
物
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。　

★
最
後
に
皆
さ
ん
に

と
っ
て
新
し
い
年
が
、
素
晴
し
い
も

の
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。　
　
  　

○弘
 

次号は１月１５日号
発行日は１月１３日�です

企画展覧会

『広報えな』 １月１日号、１部当たり
の印刷経費は約２３.４ 円（税込み）です。

横山コレクション

経験のある版画ですが、バレンを握るお客様は、皆、真剣そのもの。小さなお子様から大人まで楽しんでい

ただけます。浮世絵版画では本来、版木を用いますが、こちらは樹脂製の版材を用い、スタンプインクで色

を付けていきます。ご自身の手にバレンを持って、五版摺り重ねて頂くと、ご当地「大井」の版画が完成で

す。

　１月２日�、中山道広重美術館は、年始特別開館をいたします。当日は、恵那市にお住まいの皆様と同行

されるお客様は、観覧無料とさせていただきますので、どうぞこの機会にお越しください。ご家族皆様で

きっとお楽しみいただけるはずです。

『吉田　博－大正新版画の光－』

　新春の中山道広重美術館は、大正昭和を生きた画

家・吉田博の木版画をご覧いただく「横山コレクショ

ン　吉田博―大正新版画の光―」を開催中です。１２

月８日�から始まったこの展覧会、１月２日�から

は、ほとんどの作品が展示替えとなりますので、１２

月中にお越しいただいたお客様も、ぜひどうぞ。

　なお当館では今、浮世絵版画原寸大重ね 摺 り体験
ず

コーナー（写真）が人気です。開館当時から設置し、

多くのお客様にご好評をいただいていたはがき判の

重ね摺り体験コーナーに加え、「よりリアルな版画を

作ってみたい」とのご要望にお応えし、昨年５月に新

設したものです。誰もが子供時代に一度は制作した

大好評の「原寸大重ね摺り体験コーナー」

前期１２月８日�～１２月２５日�

後期１月４日�～２月２日�

毎週月曜日（祝日を除く）、祝日の翌日（土日祝日を除く）休館

１２月２６日�～１月１日�、３日�は年末年始休館


